
はじめに。これはタレコミでもらった資料ですが公開します。内容について完璧に精査した

ものではありませんが、独占せず公開すべきと判断しました。 

 

お伝えしたいことの結論から先に書くと、確信を持って言えるのは、 

1. 村木厚子氏と奥田知志氏は遅くとも 2012 年 10 月 17 日の時点で厚労省社会・援護局の

「生活困窮者自立支援法」の審議を通じて繋がりがあり、 

2. 2013 年 4 月 29 日までには盟友とも言える仲になっている 

ということです。 

 

また、確信までは持てないものの、 

3. オタク文化をバッシングの標的にする現在の形を考えたのも、仁藤夢乃氏ではなく村木

氏サイドであり、その方針が固まったのは村木氏が厚労事務次官として肝煎りの「生活困窮

者自立支援法」を成立させた 2013 年 12 月 13 日時点から、仁藤氏がキャラ変した 2014 年

4 月頃までのどこか（※あくまで村木氏の話、WBPC と関連が深い APP 研や矯風会は昔か

ら表現規制派）、 

4. 村木氏（と奥田氏）の目的は、フェミニズム思想やオタクバッシングなどを通して「社

会的孤立」「関係的困窮」（「関係性の貧困」）などの福祉上の概念を世間に浸透させ、これら

の曖昧な用語が条文に入った「生活困窮者自立支援法」「困難女性支援法」などの厚労省に

よる福祉関連法案を成立させること、 

5. そして曖昧な条文を解釈するには有識者会議や特定のモデル団体が必要となるため、そ

のグループを独占し、そこに対して公金が流れるようなスキームを組むこと、 

と推測します。 

 

さらに、上 3 つよりも大胆な推測ですが、 

6. 村木氏は仁藤氏を簡単にはパージできない、というのも仁藤氏の『女子高生の裏社会』

（2014 年）は、村木氏が「生活困窮者自立支援法」改正（2018 年）に向けて「社会的孤立」

「関係的困窮」（「関係性の貧困」）という文言や概念をステマするために、村木氏（もしく

は奥田氏）周辺のゴーストライターが書いたものであり、 

7. 仁藤氏にこれを暴露されたら、関連政策も含めると年間予算約 750 億円の「生活困窮者

自立支援法」について、同法成立を社会・援護局⾧のち事務次官（2012～2013 年当時）と

して直に主導した村木氏の責任が問われるから。 

 

一部は以前某掲示板の某スレで類似の指摘をしたことがあるので、もしかして既に知って

いらっしゃる部分もあるかもしれませんがご容赦を。 

 

以下、資料と議論（資料 15 まであります）。 



 

 

資料 1：グリーンコープ生協ふくおか機関紙『Green Wave』第 144 号（2013 年 4 月 29 日

発行）、https://greencoop-fukuoka.jp/pdf/1305.pdf） 

 

まず、グリーンコープ生協ふくおかの機関紙によって、グリーンコープの抱樸館福岡という

社会福祉施設で、2013 年 7 月 27 日に村木氏が三周年記念シンポジウムの記念講演を行う

予定だったことが確認できます。 

 

 



 
資料 2：グリーンコープ共同体機関紙『共生の時代』第 279 号（2010 年 6 月 1 日）、

https://fukushi-greencoop.or.jp/hbk-fukuoka/images/06kiji/10064_51.pdf 

 

そして、抱樸館福岡開所式の時の機関紙を見ると、当時グリーンコープ副理事⾧だった奥田

氏の肝煎りの施設であることがやはり確認できます。奥田氏の講演で注目すべきは、「関係

的困窮」に対する制度の必要性を訴えていることですね。この用語については後でまた触れ

ます。 

 

本題からは脇道に逸れますが、後に東日本大震災で話題になった部落解放同盟の松岡龍氏

や、学生運動時代の ML 派活動家で当時グリーンコープ理事⾧だった行岡良治氏などの名

前も見えます。 

 

なんといっても、参加者で特に目立つのは、厚労省の「社会・援護局」がこの奥田氏の事業

を大々的に後援していることです。来賓として呼ばれた清水美智夫氏（旧厚生省出身）は、

村木氏の先々代の社会・援護局⾧です。とすれば、村木氏が奥田氏と知り合ったのは、個人

的に仲が良かったとかではなく、この頃の社会・援護局からの人脈を引き継いだものでしょ

う。なお、清水氏と村木氏の間の社会・援護局局⾧だった山崎史郎氏（旧厚生省出身）も、

村木氏ほどではないにせよ、抱樸や奥田氏とよく一緒に現れることが多いです。 

 



村木氏は旧労働省出身で、旧省庁単位での派閥は先代・先々代と違うので、奥田氏は厚生族・

労働族という旧省庁単位ではなく、「社会・援護局」という部局単位で厚労省の官僚と親し

いように思われます。 

 

資料 2：グリーンコープ共同体機関紙『共生の時代』第 279 号（2010 年 6 月 1 日）、

https://fukushi-greencoop.or.jp/hbk-fukuoka/images/06kiji/10064_51.pdf 

 

そして、抱樸館福岡開所式の時の機関紙を見ると、当時グリーンコープ副理事⾧だった奥田

氏の肝煎りの施設であることがやはり確認できます。奥田氏の講演で注目すべきは、「関係

的困窮」に対する制度の必要性を訴えていることですね。この用語については後でまた触れ

ます。 

 

本題からは脇道に逸れますが、後に東日本大震災で話題になった部落解放同盟の松岡龍氏

や、学生運動時代の ML 派活動家で当時グリーンコープ理事⾧だった行岡良治氏などの名

前も見えます。 

 

なんといっても、参加者で特に目立つのは、厚労省の「社会・援護局」がこの奥田氏の事業

を大々的に後援していることです。来賓として呼ばれた清水美智夫氏（旧厚生省出身）は、

村木氏の先々代の社会・援護局⾧です。とすれば、村木氏が奥田氏と知り合ったのは、個人

的に仲が良かったとかではなく、この頃の社会・援護局からの人脈を引き継いだものでしょ

う。なお、清水氏と村木氏の間の社会・援護局局⾧だった山崎史郎氏（旧厚生省出身）も、

村木氏ほどではないにせよ、抱樸や奥田氏とよく一緒に現れることが多いです。 

 

村木氏は旧労働省出身で、旧省庁単位での派閥は先代・先々代と違うので、奥田氏は厚生族・

労働族という旧省庁単位ではなく、「社会・援護局」という部局単位で厚労省の官僚と親し

いように思われます。 

 



 



資料 3：村木厚子『公務員という仕事』（2020 年、https://amzn.to/3GV7fVM）2 章 1 節「新

しい法律をつくる」 

 

さて、村木氏の著作を見ると、前記のグリーンコープなどの事業を参考の一つに「生活困窮

者自立支援法」（2013 年 12 月 13 日公布）を制定したと村木氏本人が証言しています。村

木氏とグリーンコープ（＝副理事⾧の奥田知志）の関係が、ある時点から法に影響を与える

ほどの強さにまでなっていたことがわかります。 

 

なお、グリーンコープの一つ前の「ホームレス支援をしている人たち」というのは名指しさ

れてはいませんが、おそらく NPO「北九州ホームレス支援機構」（後の抱樸）の代表として

の奥田氏は含まれているでしょう。 

 

では、「生活困窮者自立支援法」を通じた村木氏と奥田氏の関係は、いつまでたどることが

できるのでしょうか？ 

 

資料 4：同『公務員という仕事』2 章 1 節 

 

そこで 2 章 1 節の前掲箇所を少し遡ると、同法制定には 3 年掛かったと述べられているの

ですが、村木氏は最初からこの法に関わったのではなく、その後半部分を担当したそうです。

2012 年 9 月 10 日に内閣府政策統括官から社会・援護局⾧に異動したので、その時から関

わったのでしょう。 

 

また「社会保障審議会 生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」という部会で、

ホームレス・困窮者支援をしている NPO の人たちと議論を重ねたとしています。 



 
 

資料 5：「社会保障審議会 生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」関連文書

（https://mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-hosho_126703.html） 

 

そこでこの特別部会の議事録を見てみると、村木氏は 2012 年 9 月 28 日に初参加している

のですが、この時たまたま奥田氏は欠席していて、森松氏という方が代理で出ていたそうで

す。ということは、村木氏の局⾧就任後の部会で初めて奥田氏が出席した 2012 年 10 月 17

日の会合が、少なくとも公的なレベルでは二人の初の顔合わせだったかと思われます。 

 

なお、「赤べこ」こと藤田孝典氏の名前も委員として見えます。 

 

以上の資料から、村木氏と奥田氏は遅くとも 2012 年 10 月 17 日の時点で、厚労省社会・援

護局の事業である「生活困窮者自立支援法」を通じたコネクションがあったことがわかりま

す。 



 

翌 2013 年 4 月 29 日までには、奥田氏が自分の肝煎りの施設の三周年記念講演に村木氏を

呼ぶほどになっている訳ですが、これは開所式に当時の社会・援護局⾧の清水氏が来賓とし

て呼ばれたことが前例になっているでしょう。とはいえ、先々代の清水氏はただの来賓で講

演はしていないし、先代の山崎氏も（奥田氏とは割と親しいにも関わらず）抱樸館福岡の記

念式典に呼ばれた形跡がありません。 

 

先々代・先代の局⾧と違い、わざわざ抱樸館福岡で記念講演を行った、ということは、遅く

とも 2013 年 4 月 29 日時点で、歴代社会・援護局⾧たちの中でも村木氏は格別に奥田氏と

仲が良くなっていた証拠と思われます。 

 

次に、現在我々が知る性格の仁藤氏を 2014 年 4 月頃にプロデュースしたのは村木氏であ

り、2010 年代半ばからのオタクバッシングの流れを考案したのも仁藤氏ではなく、村木氏

（もしくはその側近）によるもの、その当初の目的は 2018 年の「生活困窮者自立支援法」

改正に向けて「社会的孤立」「関係的困窮」という概念を世間に認知させるためだった、と

いうことの推測についての資料と議論。 

 



 



資料 6：村木氏と今中博之の共著『かっこいい福祉』（2019 年 8 月 31 日発行、

https://amzn.to/3Zuogx3） 

 

この書籍の「対談：バリアフリー」は村木氏の（表向きの）アキバ観がわかる珍しい資料で、

（渋谷や）秋葉原のメイドカフェを、子どもを堕落させるような「社会の落とし穴」「崖」

と表現しています。これは仁藤氏の名で 2014 年に書かれた『女子高生の裏社会』で、秋葉

原が児童売買春の温床とされていることと対応していると思われます。表から見える時系

列順で考えれば、一見、村木氏が仁藤氏の報告の影響を受けたように見えます。 

 

では、村木氏は仁藤氏自体をどう評しているか。同書第 1 章の冒頭部「行政は JK ビジネス

のスカウトに負けている」を見ると、仁藤氏について自分に大切なことを教えてくれた若い

世代のリーダーと称賛。具体的には、日本の公的福祉は「渋谷の街」の JK ビジネスのスカ

ウトのお兄さんにすら、アウトリーチ活動などで負けていると教えてくれたそうです。 

 

でもこれって違和感ありませんか？ 

 

確かに、「渋谷の」夜の街について詳しい仁藤氏というのは、デビュー作『難民高校生』的

なイメージではあります。でもなぜ、より有名な「秋葉原を中心とするオタク文化を性的搾

取として告発した仁藤氏」のことは褒めなかったのでしょうか？ この路線は共有してい

るはずなのに。 

 

しかも 



 



資料 7：FRAU『＃泊めて＃死にたい＃パパ活… アキバの「まちなか保健室」に来る少女た

ち』（2020 年 12 月 2 日、https://gendai.media/articles/77904） 

 

若草代表の大谷恭子氏へのインタビューによれば、2020 年に若草が赤い羽根基金の助成で

秋葉原近くに「まちなか保健室」（某アロマテラピー施設）を開いたのは、児童売買春の温

床になっているアキバのメイドカフェ（大嘘）などから少女たちを救うためだったようです。 

 

なお、若草 2020 年度事業報告書 p. 2 には「まちなかに学校にあった保健室みたいな場所を

若年女性の日中の居場所として設置できないかと、前年度から画策してきたが」とあり、前

記『かっこいい福祉』が書かれたのと同じ 2019 年から大谷氏・村木氏らの中で構想はあっ

たようです。 

 

このように「アキバの深淵」なるものの解決に意欲的な姿勢を取っている村木氏サイドです

から、もし、オタク文化バッシングの発想の経路が、仁藤氏（2014 年が初出）→村木氏サ

イド（表向き 2019 年が初出）であるとしたら、仁藤氏への評価は、 

「秋葉原の問題について、私より 5 年ほども前から先鞭を付けてくださっていた若手世代

のリーダーがいることに、とても誇らしく思います」 

とか、そういう褒め方になるはずです。しかし、実際にはそうはならなかった。 

 

認知プロファイリングすれば――勝手にそう呼んでいいのかはわかりませんが――これは

つまり、 

「オタク文化バッシングの発想の流れは、村木氏サイド→仁藤氏」 

であるため、この点で仁藤氏を褒めるという発想がなかったのだと推測します。 

 

では、村木氏は一体いつからこのスキームを画策していたのでしょうか？ 何が目的でオ

タク文化叩きを？ 



 



資料 8：エコーニュース R『一般社団法人 Colabo の分析（１４）ノンポリ風の「お姉さん」

が、反基地フェミニストへ向かう過程のツイート像』（2022 年 9 月 9 日、https://echo-

news.red/Japan/What-Nitos-Alcohol-Preference-Shows） 

 

エコーニュースさんの調査により、我々は仁藤氏の振る舞いが「正義のフェミニスト」に変

質したのが「2014 年 4 月頃」であったことを知っています。『女子高生の裏社会』（同年 8

月発行）を執筆していた（とされる）時期です。 

 

エコーニュースさんの予想では、当初の堅実路線では Colabo の資金繰りが良くなかったの

で、仁藤氏本人や稲葉隆久理事が新しいキャラ付けを考え、その結果かつての左翼活動家路

線に復帰したのではないか、ということです。 

 

確かに、仁藤氏サイドの事情としては金銭面が理由でキャラを変える必要に迫られていた

のかもしれません。ただ、その 9 ヶ月ほど前に、仁藤氏サイドより上でもっと大きな出来事

があります。それは、 

 

2013 年 7 月 2 日：村木厚子、厚労事務次官に昇進 

 

です。村木氏はこれによって退官後も大きな権力を振るうことができるようになったのが

確定したので、より大掛かりで大胆な計画を組めるようになったのでしょう。ただ、村木氏

肝煎りの「生活困窮者自立支援法」は 2013 年の通常国会（第 183 回国会）で一度廃案にな

っており、2013 年後半の村木氏は秋の臨時国会（第 185 回国会）再提出に向けてあちこち

を 駆 け ず り 回 っ て い た よ う で す （『 福 祉 新 聞 』 2013 年 8 月 5 日 

https://fukushishimbun.co.jp/topics/622）。ですから、実際には同法が成立した 2013 年 12

月 13 日まで、村木氏は他の大プロジェクトを構想する余裕がなかったと思います。 

 

とすると、村木氏が新しい構想を練ったのは 2013 年 12 月後半から 4 月半ばぐらいの 3～4

ヶ月ほどで、そこに新しいキャラ付けを模索していた仁藤氏が村木氏のジャンヌ・ダルクと

なることを承諾して、2014 年 4 月頃に現在我々が知っている仁藤氏が誕生したと言えるで

しょう（その前の 2013 年 3 月 1 日の Colabo 一般社団法人化については、まだ謎が多い上

に本題からは外れるので話を飛ばします）。 

 

では、なぜ天下の厚労事務次官殿がアキバ叩きなどを画策したのでしょうか？ 分野全然

違いますし、もっと重要な案件はいくつもあるはずですよね。オタク文化への私怨というの

もしっくり来ません。 

 



村木氏の文は近年に書かれたものだとツイフェミみたいな言論を強く言うことが結構ある

のですが（『中央公論ダイジェスト：「女子供」のいない国』2020 年など）、それは（個人的

な印象論ですが）オタク対フェミという構図がはっきりしてきてからポジショントークを

しているといった感じで、言葉とは裏腹に、フェミニズム思想に傾倒しているという印象も

あんまりしません。 

 

ここで話は、村木氏と奥田氏が同盟関係を築くきっかけとなった「生活困窮者自立支援法」

に戻ります。 

 
資料 9：『公務員という仕事』「法律も育っていく」 

 

なるほど。村木氏と審議会のメンバーたちは「社会的孤立」というキーワードを、どうして

も「生活困窮者自立支援法」（2013 年成立、2015 年施行）の条文に入れたかったんですね。 

 

初めは内閣法制局から断られたものの、それが、2018 年の法改正の時には、世間で社会的

孤立という概念が浸透していたので、改正後の条文に入れることができたと。 

 



この概念が普及したおかげで、後には「困難女性支援法」の成立もスムーズに進んで、村木

氏にとってはラッキーな出来事でしたね。あとオレンジでハイライトした部分でわかるよ

うに、（「困難女性」と同じく）「社会的孤立」の概念は曖昧で広範囲であるようなので、法

制化すれば一部の団体や人たちによって恣意的に運用できそうです。 

 

しかしまあ、ひとりでに「潜在的な問題が表に出てきて」、その結果として社会の意識が変

わったなら仕方ない。うーん仕方がない。国民が自分たちから求めていることですからね。

それにまあ、福祉分野ですからオタク文化とは関係のない話ですね……。 

 

でも、ちょっと待ってください。仁藤氏を追っている人ならわかるかと思いますが、2013

年から 2018 年の間に出た仁藤氏の著作のタイトルで、「社会的孤立」に似たキーワードを

目にしているはずです。 



 



資料 10：『女子高生の裏社会～「関係性の貧困」に生きる少女たち～』（2014 年 8 月 20 日

初版 1 刷発行、同年 9 月 12 日電子書籍版発行） 

 

そう、現在のオタク批判者としての仁藤氏の原点となった本です。これ、よく『女子高生の

裏社会』と略されますが、実は副題の「関係性の貧困」の方が重要なんですね、おそらく。 

 

「関係性の貧困」は福祉思想で「社会的孤立」の関連用語としてよく使われるキーワードの

ようです。詳しくはないのですが、欧米の社会学、特にホームレス研究で使われる学術用語

から輸入したもののようで、それぞれ英語では"poverty of relationships"と"social isolation"

と い う ら しい で す （グ グ る と 両 方 の 単 語 を含 む ペ ー ジ と し て "European Journal of 

Homelessness"や"IHD Research Lab: Loneliness"などのお堅い学術サイトが出てきます）。 

 

資料 2 で見たように、ホームレス支援の第一人者である奥田氏は「関係的困窮」（poverty of 

relationships の翻訳揺れでしょう）の解決をかねてから提唱しており、「関係性の貧困」は

奥田氏とその盟友の村木氏の影を思わせるワードチョイスです。 

 

では、「生活困窮者自立支援法」を念頭において、中身をもう一度読んでみます。副題の「関

係性の貧困」自体は（当たり前ですが）何度も目立って出てくるので、ここでは村木氏こだ

わりのキーワードである「孤立」の方に注目してみます。 



 

資料 11：『女子高生の裏社会～「関係性の貧困」に生きる少女たち～』中の「孤立」出現箇

所 

 

すると、「孤立」が文に出現した回数が 10 回ありました。さらに、当時としては珍しいはず

の「社会的孤立」に近い表現が 2 回あります。しかも、「孤立」と同じ段落に「困窮」とい

う言葉が現れるのが 3 回あるのですが、これは「生活困窮者自立支援法」を思わせるような

言葉の選び方です。 

 

かなり怪しいのですが、でもまあこれだけだと、仁藤氏特有の文体って可能性もあります。

仁藤氏は社会学部卒ですから、もしかしたら当時はまだ学術用語だった「社会的孤立」につ

いて真面目に学んだことがあって、文章に染み付いていた、と言えなくもありません。 

 

では、前年に書かれた『難民高校生』ではどうか？ こっちはもっと面白いですよ！ 

 



 



資料 12：『難民高校生：絶望社会を生き抜く「私たち」のリアル』「おわりに」各版比較 

 

Kindle で『難民高校生』を「孤立」「困窮」で検索すると、それぞれ一箇所だけヒットしま

す。数は少ないのですが、Colabo 法人化の趣旨について、「孤立」し「困窮」状態にある少

女を支えるため、と述べていて、一箇所とはいえど、とても重要な一文です。 

 

なんだ、やっぱり仁藤氏は以前から「孤立」や「困窮」といった社会的問題に関心を持って

いたんじゃん……と思うのは早計です。 

 

実は電子書籍版（2014 年 12 月 12 日発行）は紙媒体の第 2 刷（2014 年 11 月 25 日発行）

を底本としていて、2013 年 3 月 5 日に発行されたオリジナルの第 1 刷では、全然内容が違

っているんですよ（Amazon の「試し読み」から丁度その箇所を読むことができます）。第

1 刷では、「コラボスペース」や「高校生ボランティアセンター」などの活動が主に言及さ

れていて、仁藤氏が目を向けたい対象も高校生だけではなく大学生も含まれています。「孤

立」「困窮」とは一言も言われていない。 

 

一応、第 1 刷と第 2 刷で内容が違うのを仁藤氏は別に隠していた訳ではなく、重版の際に

「 違 和 感 が あ っ た フ レ ー ズ 」 を 変 え た と い う の は 明 言 し て い ま す

（https://twitter.com/colabo_yumeno/status/540485572486107136）。 

 

とはいえ、Colabo の一般社団法人化の動機という、一番変えてはいけないはずのところが、

「違和感があったフレーズ」を修正したというレベルではなく大胆に改変されているので

す。団体の存在意義そのものを犠牲にしてまでも、どうしても「孤立」と「困窮」というキ

ーワードを入れたかったんですね。 

 

こんな（普通の人からすれば）些細な言葉を無理矢理ねじこむことで喜ぶ人間なんて、この

世にたった二人しか存在しないでしょう。 

 

村木厚子氏と奥田知志氏です。 



 
 



資料 13：仁藤夢乃『当たり前の日常を手に入れるために――性搾取社会を生きる私たちの

闘い』（2022 年 9 月 1 日発行）奥田知志×仁藤夢乃 対談 

 

では、村木氏と奥田氏はそれぞれどのタイミングで仁藤氏に介入したのでしょうか？ 奥

田氏については、仁藤氏の最新刊に一応の答えがあって、仁藤氏の 2014 年福岡講演に合わ

せて抱樸に来て貰ったり自宅に泊めたりしたのが出会いの始まりとしてします。 

 

資料 14：仁藤氏による 2014 年の福岡県での講演に関するツイート 

 

では 2014 年のいつ頃だったかというと、本人のツイートによれば、仁藤氏が 2014 年に「福

岡県」で講演したのは、6 月 1 日に福岡市、11 月 21 日に久留米市、11 月 22 日に北九州市

の計 3 回です。このうち、奥田氏が「福岡での講演」と言ったのは 6 月 1 日の「福岡市」で



の講演のことでしょう。他県の人間ならいざしらず、奥田氏は福岡県北九州市の人間ですか

ら、北九州市なら「北九州での講演」、久留米市なら「久留米での講演」と言うはずです。 

 

実際、仁藤氏のツイートを見ると、福岡市での 6 月 1 日の講演の次に場所を確認できるの

が 6 月 6 日の横浜市戸塚区なので、この間のどこかに抱樸と奥田氏の邸宅を訪問したので

しょう。 

 

奥田氏の発言をひとまず信じるとすると、4 月ごろに村木氏の（？）指示で仁藤氏のキャラ

が激変→（村木氏のツテで？）6 月初頭に奥田氏と知り合う→8 月に村木氏・奥田氏の息の

かかったゴーストライターが仁藤氏名義で『女子高生の裏社会』を発行→11 月にあとがき

を変えた『難民高校生』第 2 刷を発行という流れですかね。 

 

また、エコーニュースさんの調査で、『女子高生の裏社会』は、明学大教授の石原俊氏が友

人で光文社編集の山川江美氏のコネを通じて光文社に企画を持ち込んだことが明かされて

い ま す （ https://echo-news.red/Studies/I-save-you-was-the-promise-gave-to-alleged-safe-

place-of-souls）。とすれば、この本の書籍化の流れは、村木氏（もしくは奥田氏）→その周

辺のゴーストライター→猪瀬浩平氏（明学大准教授・Colabo 理事（当時））→石原俊氏（明

学大准教授（当時））→山川江美氏（光文社編集）→光文社という感じでしょうか。 

以上をまとめると、2014 年 4 月頃に誕生した、オタク文化を性的搾取として批判する正義

のフェミニスト仁藤夢乃氏は、村木氏がプロデュースした存在でしょう。 

 

それは別にオタク文化が憎かった訳ではなく、「社会的孤立」「関係的困窮」という概念を世

間に浸透させ、日本にはこれらの問題が蔓延している、というストーリーを作るために、叩

きやすい秋葉原を標的にしたものと思われます。ナニカグループが叩きやすそうなコンテ

ンツばかり叩いているのは暇空さんもお気付きの通りです。 

 

いま思想として表世界でホットなフェミニズムも、村木氏にとっては概念の中継地点に過

ぎないのでしょう。村木氏の本丸の概念は「社会的孤立」と「関係的困窮」であって、フェ

ミニズムはたとえば「男性優位社会にはびこるミソジニーによって女性は孤立し困難な問

題を抱えがちである」のような形で全てを最後は「社会的孤立」と「関係的困窮」という問

題に落とし込むための手段だと思います。 

 

そして、村木厚子氏の当初の目的は 2018 年の「生活困窮者自立支援法」改正に「社会的孤

立」という曖昧なワードを盛り込むことだったかと推測します（なお、この「当事者たち」

の訴えによって条文の文言が「正しい」方向に改正される、という台本は村木氏の好むスト

ーリーのようで、『かっこいい福祉』によれば、2011 年の障害者基本法改正のときも、「福



祉の増進」を「共生」に書き換えたそうです）。この「生活困窮者自立支援法」改正が上手

くいったので、その続編として「困難女性支援法」を作ったのでしょう。 

 

これは時期から見てもはっきりしていて、 

2018 年 4 月 27 日：第 196 回国会「生活困窮者自立支援法」改正案、全会一致で衆院通過

（正式な成立は 6 月 8 日） 

2018 年 5 月 28 日：厚労省「子ども家庭局」が「若年被害女性等支援モデル事業の実施につ

いて」を通知（後の「若年被害女性等支援事業」） 

2018 年 7 月 30 日：厚労省「困難な問題を抱える女性への支援の在り方に関する検討会」

第 1 回（後の「困難女性支援法」） 

と、ちょうど「生活困窮者自立支援法」改正成立の目処が立ってから次々に、今の「若年被

害女性等支援事業」「困難女性支援法」に繋がる行動を開始しています。 

 

村木氏自身も認識しているように、このスキームの要点は「曖昧であること」です。「社会

的孤立」も「関係的困窮」も「困難女性」もどうとでも取れる定義なので、有識者会議やモ

デル団体などの一部の人間によって、救うべき対象および公金の補助を得て支援活動をす

る組織を、独占して選定することができます。 

 
資 料 15 ： 『 令 和 ５ 年 度 厚 生 労 働 省 所 管 予 算 案 関 係 』

（https://mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/23syokanyosan/index.html）：「令和５年度予算案の

ポイント」 III. 安心できる暮らしと包摂社会の実現 



 

では、なぜナニカグループからの Colabo のパージが遅いのか、村木氏が何ですぐに仁藤氏

をパージできていないのか。 

 

ここからはちょっと不確定要素が強くなりますが、もし仁藤氏がゴーストライターの存在

と「社会的孤立」という概念のステマの件を暴露したら、「困難女性支援法」だけではなく、

「社会的孤立」の文言を盛り込んだ 2018 年の「生活困窮者自立支援法」改正まで村木氏へ

の責任が波及するからだと思います。 

 

「困難女性支援法」は表向き旦那さんが有識者会議の構成員として参加しているだけで、

「若草プロジェクト」も村木氏は代表理事そのものではなくただの代表立ち上げ人ですか

ら、この 2 つが燃えても、適当な言い訳で村木氏はぎりぎり逃げることができます。一方、

「生活困窮者自立支援法」は村木氏が社会・援護局⾧～厚労事務次官だった現役時代の肝煎

りの案件。他 2 つに比べて、この法律は村木氏のライフワークの一つと言っていいし、ここ

にダメージが出ればもろに村木氏の責任になる訳です。村木氏にとって、これは絶対に避け

たい。 

 

しかも、令和 5 年度の予算案では、生活困窮者自立支援とその関連政策に 744 億円の予算

が動いています。現時点では、予算 23 億円の困難女性支援よりもずっと大型の案件です。 

 

水面下では多分、どうやって Colabo 解体を軟着陸させるか、Colabo 爆破後の仁藤氏のポス

トをどうするかで、二人のぎりぎりの交渉が続いてるんだと思います。もし仁藤氏が暴露し

て二人が一蓮托生で燃え上がったら、村木氏の方が失うものが多い分、もしかすると仁藤氏

の方が強気に出ていることだって有り得る気がします。 

 

また、藤田氏が自身について「（仁藤氏からは）距離を意識的にとっている部外者」と言っ

たことに仁藤氏が突っかかっていったのは、藤田氏が「生活困窮者自立支援法」審議会の時

点で村木氏と奥田氏に繋がる人物だったことと関係がありそうな気がします。特別な身内

だからマッチポンプしてるだけなのか、それとも逆に今更自分と村木氏と奥田氏を裏切っ

たらどうなるかわかるよな、みたいな脅し行動なのかはわかりませんが、左派仲間でも特に

藤田氏だけに当たりが強かったのは何か理由があるかなと。 

 

村木氏がぎりぎりまで仁藤氏を切れないという予想が正しければ、仁藤氏・Colabo との対

決は思ったより⾧期戦になるかもしれません。 

 

 


